
依
存
財
源

自
主
財
源

61.5%

38.5%

歳 入
503億2,000万円

繰入金
240億8,207万円
（47.9％）

市税　43億9,676万円（8.7％）

財産収入　6億5,550万円（1.3％）
使用料及び手数料　4億3,996万円（0.9％）
分担金及び負担金　1億5,927万円（0.3％）

その他　1億5,342万円（0.2％）

国庫支出金　29億2,297万円（5.8％）

市債　26億7,860万円（5.3％）
地方消費税交付金　5億4,000万円（1.1％）

地方譲与税　1億6,386万円（0.3％） その他
3,110万円（0.2％）

地方交付税
96億2,075万円
（19.1％）

諸収入
10億8,401万円（2.2％）

県支出金
33億9,173万円
（6.7％）

平成30年度当初予算
　市の平成30年度一般会計当初予算は、前年度より142億6,500万円少ない503億2,000万円（前年度比
22.1％減）となりましたが、釡石市復興まちづくり基本計画「後期」の２年目として、復興完遂に向けた基
盤整備と来年に迫ったラグビーワールドカップ2019TMの開催に向けた最大限の準備を行うための予算を編
成しました。
　また、特別会計は、４事業合計で前年度より11億5,196万円少ない88億2,679万円（前年度比11.5％
減）となりました。企業会計は、４事業合計で前年度より11億8,688万円少ない79億8,122万円（前年度比
12.9％減）となりました。

市税の内訳
税　目 税　額 構成比 市民1人当たり

市 民 税 21億9,504万円 49.9％ 6万3,397円
固 定 資 産 税 18億1,087万円 41.2％ 5万2,301円
市 た ば こ 税 2億9,981万円 6.8％ 8,659円
軽 自 動 車 税 9,103万円 2.1％ 2,629円
都 市 計 画 税 2万円 0.0％ 0円
合 計 43億9,676万円 100.0％ 12万6,986円
※ 市民１人当たりは、平成30年１月末現在の人口3万4,624人で算出
しました

【用語解説】
・地方交付税………… 市町村の財政力に応じて、国から交付される

お金
・ 国庫（県）支出金… 国（県）が、市の行う事業に対して交付する

補助金など
・ 市債………………… 事業を行うために市が国や金融機関などから

借りるお金
・ 自主財源…………… 市町村が自主的に得られる財源（市税や使用

料、手数料など）
・ 依存財源…………… 国や県の基準で交付される財源（地方交付税

や国庫（県）支出金、市債など）

　
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
繰
入
金
で
、

以
下
、
地
方
交
付
税
、
市
税
、
県
支
出

金
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
の
順
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、

全
国
的
な
好
景
気
、
地
元
企
業
に

あ
っ
て
は
復
興
需
要
の
影
響
な
ど
か

ら
、
市
民
税
の
増
加
を
見
込
み
前
年

度
比
５
億
１
６
６
６
万
円
増
加
の

43
億
９
６
７
６
万
円
（
前
年
度
比
13
・

３
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
復
興
を
進
め
る
た
め
先
に
国

か
ら
交
付
さ
れ
基
金
と
し
て
積
み
立
て

て
い
た
お
金
を
繰
り
入
れ
す
る
繰
入
金

が
、
前
年
度
比
63
億
８
２
８
万
円
減
少

の
２
４
０
億
８
２
０
７
万
円
（
前
年
度

比
20
・
８
％
減
）
と
な
り
、
自
主
財
源

は
61
・
５
％
（
前
年
度
比
４
・
９
ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
で
は
、
震
災
復
興
特
別
交

付
税
の
減
少
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
前

年
度
比
27
・
６
％
減
と
な
っ
た
他
、
学

校
施
設
や
社
会
教
育
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
の
減
少
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
同

43
・
１
％
減
、
農
林
水
産
関
連
の
災
害

復
旧
事
業
の
減
少
に
よ
り
県
支
出
金
が

同
37
・
６
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
依
存
財
源
は
、
38
・
５
％

（
前
年
度
比
４
・
９
ポ
イ

ン
ト
減
）
と
な
り
ま

し
た
。 一

般
会
計
　
歳
入

※端数処理のため、内訳と合計が一致しないことがあります

依
存
財
源

自
主
財
源

61.5%

38.5%

歳 入
503億2,000万円

繰入金
240億8,207万円
（47.9％）

市税　43億9,676万円（8.7％）

財産収入　6億5,550万円（1.3％）
使用料及び手数料　4億3,996万円（0.9％）
分担金及び負担金　1億5,927万円（0.3％）

その他　1億5,342万円（0.2％）

国庫支出金　29億2,297万円（5.8％）

市債　26億7,860万円（5.3％）
地方消費税交付金　5億4,000万円（1.1％）

地方譲与税　1億6,386万円（0.3％） その他
3,110万円（0.2％）

地方交付税
96億2,075万円
（19.1％）

諸収入
10億8,401万円（2.2％）

県支出金
33億9,173万円
（6.7％）

　
釡
石
市
議
会
３
月
定
例
会
の
初
日
、
野
田
市
長
が
平
成
30
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本

方
針
を
述
べ
る
施
政
方
針
演
述
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

復
興
の
完
遂
を
目
指
し
て

平
成
30
年
度

施
政
方
針

は
じ
め
に

　
釡
石
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

約
４
０
０
０
世
帯
が
被
災
さ
れ
、
不
自
由

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
復
興

公
営
住
宅
へ
の
入
居
や
自
力
再
建
が
進
ん

で
は
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
宅
地
の
引

き
渡
し
や
復
興
公
営
住
宅
の
完
成
を
待
っ

て
い
る
皆
さ
ん
も
い
ま
す
。
予
定
さ
れ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
、
一
歩
一
歩
、
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
釡
石
市
復
興
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
「
ス
ク
ラ
ム
か
ま
い
し
復
興

プ
ラ
ン
」
の
後
期
２
年
目
で
す
。
次
世
代

に
誇
れ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
の
新

た
な
自
立
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

復
興
の
完
遂
を
目
指
し
て

復
興
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
30
年
度
に
は
全
区
画
の
宅
地
造
成

が
完
了
、
全
て
の
復
興
公
営
住
宅
が
完
成

す
る
見
込
み
で
す
。
復
興
公
営
住
宅
へ
の

入
居
な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
地
区
住
民
同
士
の
交
流
を
支
援

し
な
が
ら
既
存
町
内
会
と
の
融
和
を
図
る

な
ど
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

に
取
り
組
み
ま
す
。

仮
設
店
舗

　
東
部
地
区
は
平
成
29
年
度
末
、
鵜
住

居
・
平
田
地
区
は
30
年
度
末
で
供
用
を
完

了
す
る
こ
と
か
ら
、
入
居
者
が
事
業
の
再

建
を
図
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。新

市
庁
舎
建
設

　
天
神
町
の
旧
釡
石
小
学
校
跡
地
な
ど
を

建
設
予
定
地
と
し
、
災
害
時
の
初
動
体

制
、
危
機
管
理
体
制
に
十
分
対
応
で
き
る

よ
う
庁
舎
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

魚
河
岸
地
区
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
「
魚
の
ま
ち
釡
石
」
の
復
活
と
浜
の
に

ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
た
、
海
を
満
喫

で
き
る
釡
石
湾
観
光
拠
点
、
イ
ベ
ン
ト
拠

点
を
整
備
し
ま
す
。

鵜
住
居
駅
前
地
区

　
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
慰
霊
・
追

悼
す
る
「
祈
り
の
パ
ー
ク
」
、
防
災
学
習

施
設
と
な
る
「
津
波
伝
承
施
設
」
な
ど
を

整
備
し
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™

　
大
会
が
来
年
に
迫
る
中
、
釡
石
鵜
住
居

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
建
設
工
事
は

７
月
末
の
完
成
に
向
け
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
未
来
に

誇
れ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釡
石
」
を
次

世
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
、
大
会
の
開
催

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

福
祉
の
充
実

　
地
域
会
議
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
地
区

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
く

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
大
切
な
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
地

震
・
津
波
避
難
訓
練
の
他
、
洪
水
・
土
砂

災
害
自
主
避
難
計
画
の
作
成
と
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
自
主
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

地
方
創
生
の
推
進

　
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
「SD

G
s

」
の
推
進
を
通

じ
て
、
現
状
や
課
題
な
ど
を
見
つ
め
直

し
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
の
活
性
化
や
持
続
可
能
性
を
追
求
す

る
好
循
環
を
生
み
出
し
、
オ
ー
プ
ン
シ

テ
ィ
の
深
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

む
す
び

　
平
成
30
年
度
は
復
興
の
先
を
見
据
え
た

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
第
一
歩

を
踏
み
出
す
年
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
道
路
整
備
に
よ
り
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
人
口

減
少
、
定
住
促
進
、
起
業
支
援
、
高
齢
者

の
見
守
り
、
介
護
の
充
実
、
定
住
自
立
圏

構
想
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
住
民
自
ら
が
「
市
民
の
誓
い
」
と

し
て
一
人
一
人
が
取
り
組
む
事
柄
を
取
り

ま
と
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
共
有
さ
れ
る

よ
う
釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま

す
。

　
市
制
施
行
80
周
年
を
契
機
と
し
て
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
の
も
て
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
ま

す
。
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投資的経費
261億3,658万円
（51.9％）

公債費
23億7,100万円（4.7％）

繰出金
15億4,756万円

（3.1％）

その他
6億229万円
（1.2％）

物件費
46億4,354万円
（9.2％）

人件費
35億6,517万円
（7.1％）

扶助費
36億1,442万円
（7.2％）

補助費等
78億3,944万円
（15.6％）

土木費
221億302万円
（43.9％）

民生費
63億7,722万円（12.7％）

総務費
57億5,105万円
（11.4％）

災害復旧費
32億5,304万円
（6.5％）

農林水産業費
29億8,285万円
（5.9％）

衛生費
20億102万円（4.0％）

教育費
24億9,142万円
（5.0％）

消防費
9億1,187万円（1.8％）
その他
2億8,388万円（0.5％）公債費

23億7,110万円（4.7％）

商工費
17億9,354万円（3.6％）

歳 出
503億2,000万円

歳 出
503億2,000万円

目的別内訳
性質別内訳

五葉山の石
しゃくなげ
楠花荘

平成30年度の主要事業
　平成30年度当初予算額503億2,000万円は、前年度よ
り142億6,500万円少なくなりましたが、将来の資本と
してストックされる投資的経費は、予算全体の５割を占
めるなど積極的な復興予算となっています。
　ここでは、平成30年度の主な事業を紹介します。市
は、健全な財政運営に努めながら、震災からの一日も早
い復興の実現と次世代に誇りうるまちづくりに向けて着
実に取り組みを進めます。

※地区名は、各事業計画上の名称です

●災害復興公営住宅建設事業（24億円）
　 　仮設住宅などに入居している被災者を対象に、低
廉な家賃で入居できる復興公営住宅を建設します。
　◆ ２地区…東部中心部・両石

●土地区画整理事業（42億円）
　 　震災からの復興とあわせ、安全・安心かつ機能的
な生活環境を形成するため、住宅地、道路、公園な
どの基盤整備を行います。
　◆ ３地区…片岸・鵜住居・平田

●津波復興拠点整備事業（16億円）
　 　公共施設や商業施設などを効果的に配置する拠点
整備や防災機能と居住環境の確保に向けた整備を行
い、将来にわたって都市機能が維持できる市街地を
形成します。
　◆ １地区…東部

●海岸施設災害復旧事業（９億円）
　　被災した海岸防潮堤の復旧工事を実施します。
　◆  ６漁港…室浜・桑ノ浜・嬉石・平田・白浜（釡石）・
佐須

●市民体育館災害復旧事業（17億円）
　 　被災し解体した市民体育館を鵜住居地区に整備し
ます。

●釡石鵜住居復興スタジアム（仮称）整備事業（７億円）
　 　ラグビーワールドカップ2019の試合会場として要
件を満たし、併せて、開催後の有効活用にも資する
諸室を備えたスタジアム施設を鵜住居地区に整備し
ます。

●海と魚の交流拠点づくり推進事業（５億円）
　 　海と魚のにぎわい拠点と位置付けるフロントプロ
ジェクト３エリア内に観光の核となり、水産業の振
興に資するにぎわい創出施設を整備します。

●根浜海岸多目的広場等整備事業（５億円）
　 　集団移転跡地を活用して、ビーチスポーツなど多
目的に利用可能な広場などを整備します。

問い合わせ 市財政課 財政係　☎27-8416

●学校給食センター整備事業（２億3,200万円）
　 　平成21年改正の学校給食衛生管理基準への適合
を含めた施設の移転整備を行います。

●新庁舎整備検討支援事業（１億4,100万円）
　 　「新市庁舎建設検討委員会」での検討を継続し
つつ、新たな庁舎に必要な機能や建設予定地の測
量、地質調査、造成計画の策定を行います。

●五葉山石楠花荘改修事業（7,200万円）
　 　釡石市、大船渡市、住田町で構成する五葉山自
然保護協議会の協議結果を受けて、建築以来29年
が経過し、経年劣化が進んでいる五葉山石楠花荘
を改築します。

震災対応予算（約312億円）の主な事業（予算額）

震災以外の通常予算（約191億円）の主な事業（予算額）

投資的経費
261億3,658万円
（51.9％）

公債費
23億7,100万円（4.7％）

繰出金
15億4,756万円

（3.1％）

その他
6億229万円
（1.2％）

物件費
46億4,354万円
（9.2％）

人件費
35億6,517万円
（7.1％）

扶助費
36億1,442万円
（7.2％）

補助費等
78億3,944万円
（15.6％）

土木費
221億302万円
（43.9％）

民生費
63億7,722万円（12.7％）

総務費
57億5,105万円
（11.4％）

災害復旧費
32億5,304万円
（6.5％）

農林水産業費
29億8,285万円
（5.9％）

衛生費
20億102万円（4.0％）

教育費
24億9,142万円
（5.0％）

消防費
9億1,187万円（1.8％）
その他
2億8,388万円（0.5％）公債費

23億7,110万円（4.7％）

商工費
17億9,354万円（3.6％）

歳 出
503億2,000万円

歳 出
503億2,000万円

目的別内訳
性質別内訳

【用語解説】
・人件費………市職員の給与や議員報酬、非常勤報酬など
・扶助費………生活保護や医療給付など福祉に関する経費
・物件費………光熱水費、施設の管理委託料など
・公債費………建設事業などで借りたお金を返済する経費
・繰出金………特別会計などの歳入不足を補う経費
・補助費等……補助金や負担金、講師謝金、保険料など

特別会計予算額
会計名 本年度予算額 伸び率

国 民 健 康 保 険 40億9,260万円 △ 24.5％
後 期 高 齢 者 医 療 4億6,238万円 1.3％

介 護
保 険

保 険 事 業 勘 定 42億3,671万円 4.2％
サービス事業勘定 3,023万円 14.6％

魚 市 場 487万円 △ 23.7％
合 計 88億2,679万円 △ 11.5％

企業会計予算額
会計名 本年度予算額 伸び率

水道
事業

収益 8億3,133万円 △ 0.8％
費用 8億2,348万円 △ 2.5％

資本
収入 8億5,787万円 △ 12.7％
支出 10億7,182万円 △ 15.8％

公共
下水道

事業
収益 10億445万円 △ 4.8％
費用 10億2,074万円 △ 3.3％

資本
収入 46億7,695万円 △ 16.5％
支出 48億6,422万円 △ 15.9％

漁業
集落
排水

事業
収益 3,867万円 △ 37.2％
費用 5,178万円 △ 15.9％

資本
収入 1,357万円 △ 37.7％
支出 1,638万円 1.9％

農業
集落
排水

事業
収益 4,270万円 △ 28.2％
費用 5,874万円 △ 1.2％

資本
収入 8,032万円 9.1％
支出 7,407万円 0.6％

費用支出合計 79億8,122万円 △ 12.9％

※伸び率の△はマイナス※端数処理のため、内訳と合計が一致しないことがあります
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釡石市オープンシティ戦略改訂版（案）
について意見を募集しています
　市は、平成28年３月に策定した「釡石市オープンシ
ティ戦略」を次の目的で改訂します。この改訂版（案）
について、広く市民の皆さんから意見を募集します。
① 持続可能な開発目標「SDGs」を取り入れ、持続可
能な地域社会を創るため
② 各施策や事業のKPI（重要業績評価指標）の達成状
況などを点検し、見直しを行うため
③ 市の新たな課題を踏まえた改訂により、現状に即し
た効果的・効率的な戦略にするため

■基本思想　『オープンシティ釡石』　～市民一人ひとりが役割を持つ、もっとも開かれたまち～
■戦略コンセプト（基本目標）と施策
 　 SDGsの「目標17.パートナーシップで目標を達成しよう」を最重視し、市内外のさまざまな企業、研究機関、NPO、
個人などとの連携と共創を通じて、オープンシティ戦略の推進を図ります

■SDGsの概要
　SDGsは、貧困、資源、気候変動などの世界的な課題を、2030
年までに国際社会全体で解決し、持続可能な社会を目指す国際目
標。17の目標と169の具体的な達成基準から構成されています。

※広報かまいし平成30年１月１日号２ページ参照

■資料の設置場所
　 市市民課、市教育センター、市保健福祉センター、各地区
生活応援センター、図書館、市オープンシティ推進室、市広
聴広報課に備え付ける他、市のホームページでも確認でき
ます
■意見を提出できる人
　・市内に居住、または通勤、通学している人
　・ 市内に事務所などを持っている人や、計画に利害関係が
ある人など

■記載内容
　 提出意見とその理由（計画書のどの部分に対する意見か
を記載）、住所、氏名、電話番号、勤務先または通学先
（市外の人のみ）
■提出先
　 持参、郵送、FAX、メールなど文書で市広聴広報課へ提
出してください

　〒026-8686　只越町３-９-13（市役所第１庁舎３階）
　FAX22-2678　　  koutyou@city.kamaishi.iwate.jp

募集期限 問い合わせ５月９日（水）必着 市オープンシティ推進室 戦略推進係　☎ 27-8463

主な内容

戦略
コンセプト

❶

まちの人事部戦略
地域の単位で“人事”を捉え、多様な人材を
還流させる人材マネジメント機能の創出と
強化

●地域おこし研究員の活用　●UIターンの促進および地域
や企業が求める人材誘致　●滞在型の教育研修旅行と地域
課題解決プログラムの展開　●第一次産業の多様な担い手
の確保と育成　●SDGsを生かした資金調達手法とパート
ナーシップの構築　など

戦略
コンセプト

❷

ビジネス創出戦略
主体的な自己決定によって生き方を選択で
きるまちを目指し、物流交通の結節点であ
る釡石の優位性を生かして多様な就業機会
を創出

●起業支援・事業承継プラットフォームの構築　●空き家／
遊休不動産の利活用　●シェアリングエコノミーの推進　
●オープン・フィールド・ミュージアム構想の推進　●森と
海の資源活用によるカーボンオフセットの推進　など

戦略
コンセプト

❸

出産・子育てサポート戦略
出会いや結婚、出産、子育ての各ライフス
テージに応じた支援を実施。自然な出会い
の場の創出、子育て環境の整備を推進

●結婚に向けた多様な出会いの場の創出　●待機児童ゼロ
の実現と子育て世代の経済的負担軽減　●多様な人材の活
用やワークライフバランスの推進　●ひとり親家庭への包
括的支援

戦略
コンセプト

❹

人材育成戦略
市民の選択の機会を広げ、市民主体のまち
づくりを目指す。釡石を支える人材の育成
と釡石らしさを創出する仕組みの構築

●高校生に対する地域資源を生かしたキャリア構築支援　
●社会人の多様な学びの場の機会創出　●行動する市民が
主役のまちづくりの実現　●市民の手によるラグビーワー
ルドカップの実現　など

戦略
コンセプト

❺

地域づくり戦略
世代や立場を越えた支え合いによる、住民
の暮らしの安全安心の確保および地域コ
ミュニティーの維持と存続を図ります

●お互いさま推進員による支え合い活動の促進　●住民の
主体的な健康づくりや介護予防の推進　●社会的孤立者な
どの社会復帰への支援　など

※端数処理のため、内訳と合計が一致しないことがあります

分担金及び負担金
13億8,896万円
（98.8％）

消防費
10億962万円
（71.8％）

衛生費
1億6,763万円（11.9％）

公債費
1億8,313万円（13.0％）

歳 入

14億571万円

歳 出

14億571万円

財産収入
1万円（0.0％）

使用料及び手数料
626万円（0.5％）

諸収入
898万円（0.6％）

繰越金
150万円（0.1％）

総務費
4,372万円（3.1％）

議会費
61万円（0.1％）

予備費
100万円
（0.1％）

分担金及び負担金
13億5,185万円
（91.0％）

衛生費
9億4,092万円
（63.4％）

公債費
4億8,560万円
（32.7％）

予備費
100万円
（0.0％）

諸収入67万円（0.0％）

使用料及び手数料
1億3,338万円

（9.0％）

繰越金10万円（0.0％）
財産収入1万円（0.0％）

歳 入

14億8,600万円

歳 出

14億8,600万円

※端数処理のため、内訳と合計が一致しないことがあります

総務費
5,705万円
（3.8％）

議会費
144万円（0.1％）

平成30年度釡石大槌地区行政事務組合会計の予算

平成30年度岩手沿岸南部広域環境組合会計の予算

　釡石大槌地区行政事務組合は、釡石市、大槌町
からの分担金により、共同で消防業務やし尿処理
業務を行っています。

　岩手沿岸南部広域環境組合は、釡石市、
大船渡市、陸前高田市、大槌町、住田町の
３市２町からの負担金などにより、共同で
岩手沿岸南部クリーンセンター（大字平田）
を運営し、ごみ処理業務を行っています。

市町分担金内訳
分担金 構成比率

釡 石 市 9億5,305万円 68.6％
大 槌 町 4億3,591万円 31.4％
合 計 13億8,896万円 100.0％

市町負担金内訳
負担金 構成比率

釡 石 市 4億7,632万円 35.2％
大 船 渡 市 4億968万円 30.3％
陸 前 高 田 市 2億2,465万円 16.6％
大 槌 町 1億6,353万円 12.1％
住 田 町 7,767万円 5.8％
合 計 13億5,185万円 100.0％
※負担金は、ごみの排出量により決定します

【問い合わせ】釡石大槌地区行政事務組合 業務部 総務課　☎31-1336

【問い合わせ】岩手沿岸南部広域環境組合事務局　☎27-7020
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